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「動機づけ面接」講演

　札幌学院大学人文学部　北田雅子先生と東京
大学病院麻酔科　痛みセンターの笠原諭先生を講
師に迎え、「動機づけ面接」講演会を実施いたしまし
た。動機づけ面接（MI)は、アルコール依存症の治療
を専門とする行動療法家であるミラー博士とロルニッ
ク博士によって構築された面談スタイルで、アルコー
ルに問題を抱える来談者への面接技法を研究する
プロセスにおいて、治療成績の良かった治療者の面
談スタイルを実証的に解析することから体系化され
たものです。来談者自らが行動を変えたいと思う動
機を引き出し、強化することによって機能します。今回
の講演会では事前に参加申込者から対応に困って
いる症例について伺い、より具体的な慢性疼痛患者 
へのMIを用いた患者対応についてお二人の先生に
ご講演頂きました。
　講演会には大地震の翌日にもかかわらず、185
名の方が参加して下さいました。次頁に参加者の皆
様から寄せられた講演後の感想を掲載致します。今
年度のWEB講演会では、ワークショップの実施は
叶いませんでしたが、次の機会には皆様と直接の意
見交換やワークショップができることを楽しみにして
おります。
　最後に、慢性疼痛診療の現場で看護師がどのよう
にMIを使用しているかについて本幸枝先生の論文
を転載いたします。星総合病院では2016年から北田
先生のワークショップなど、MIの勉強会に積極的に
参加し、看護業務にMIの技法を取り入れています。
MIが実際の臨床場面でどのように用いられている
か、参考にしていただければ幸いです。


